
　
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
、
前
回
と
同
じ
条
件
で「
糟

屋
郡
須
恵
村
」を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

６
９
２
件
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
前
回

よ
り
も
１
件
増
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の

内
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。【
　
】

は
石
瀧
の
補
足
で
す
。
原
文
の
カ
タ
カ

ナ
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、句
読
点
を
付

し
ま
し
た
。

●	

官
報・第
三
四
五
〇
号
附
録・明
治
27

年（
１
８
９
４
年
）12
月
26
日

　
日
清
戦
争（
１
８
９
４
年
～
９
５
年
）

に
際
し
て
の
、民
間
人
か
ら
軍
隊
へ
の

寄
附
を
、「
申
出
月
日
・
名
称
・
員
数
・
府

県
・
族
籍
・
爵
位
・
氏
名
」に
つ
い
て
、一

覧
表
に
し
た
も
の
で
す
。
族
籍
は
現
在

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、華
族（
元
の
大
名

や
公
家
、維
新
の
功
労
者
な
ど
で
、爵

位
は
公
侯
伯
子
男
の
５
種
類
）・
士
族

（
元
の
武
士
）・
平
民
の
区
別
を
氏
名
の

前
に
付
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
族

籍
を
除
い
て
引
用
し
ま
す
。「
八
、三
」は

八
月
三
日
、「
一
」は
一
円
、「
一・
五
〇
」

は
一
円
五
〇
銭
の
意
味
。
西
南
戦
争
や

昭
和
期
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、地
域
や

会
社
で
寄
附
・
献
納
が
相
次
い
だ
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
清
戦
争
時

に
須
恵
村（
現
在
の
須
恵
町
）で
寄
附
・

献
納
が
行
わ
れ
た
事
実
は
、こ
の
資
料

で
初
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

◆	

○
広
告
／
○
寄
贈
品
及
献
納
金

　
陸
軍
省
告
示
第
八
号
に
依
り
、
昨

二
十
五
日
の
官
報
に
登
載
せ
し
分
に
引

続
き
、当
部
に
於
て
受
領
の
手
続
を
了

し
た
る
、寄
贈
品
及
寄
贈
者
並な

ら
び
に
納
付

の
手
続
を
了
し
た
る
、金
員
及
献
金
者

の
氏
名
、左
の
如
し
。
但
し
孰い

ず
れ
も
申
出

の
遅
速
に
拘
ら
ず
、手
続
を
了
し
た
る

順
序
に
依
る
。

　
明
治
二
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日

　
陸
軍
恤
兵
部

　
　
寄
贈
品
の
部

　
　【
須
恵
村
に
該
当
な
し
】

　
　
献
納
金
の
部

（
略
）

八
、三	

一（
円
）	

　
福
岡
県
　
原
田
善
次
郎

八
、三	

一	

　
同
　
安
高
善
四
郎

八
、一
三	

一・五
〇	

　
福
岡
県
　
百
田
徳
右
衛
門

八
、一
三	

一・五
〇	

　
同
　
今
泉
小
太
郎

八
、一
三	

一・五
〇	

　
同
　
長
沢
作
右
衛
門

八
、一
三	

一・二
〇	

　
同
　
今
泉
嘉
市

　【
こ
の
６
人
は
糟
屋
郡
須
恵
村
と
い

う
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、須
恵
村
の

人
物
と
判
断
し
て
、念
の
た
め
掲
載
し

て
お
き
ま
し
た
。
単
に「
福
岡
県
」と
あ

る
分
は
他
も
同
じ
で
す
。
こ
の
後
に
須

恵
村
の
記
事
が
続
き
ま
す
】

八
、一
三	

一
六・九
〇

　	

福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
大
字
植
木

有
志
者
五
十
七
名
総
代

　
今
泉
武（
右
）衛
門

八
、一
三	

一
〇	

　
同
乙
部
落
人
民
総
代

　
合
屋
甚
右
衛
門

八
、一
一	

二	

　
福
岡
県
　
合
屋
壮
市

八
、一
一	

一	

　
同
　
合
屋
源
助

八
、一
一	

一	

　
同
　
百
田
藤
兵
衛

八
、一
一	

九・六
五	

　
福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
大
字
佐
谷

　
有
志
者
七
十
一
名

　
総
代
　
百
田
源
次

八
、一
一	

一
一・九
三	

　
同
大
字
上
須
恵

　
有
志
者
八
十
五
名

　
総
代
　
田
原
一
郎

八
、一
一	

一・五
〇	

　
福
岡
県
　
安
河
内
甚
平

八
、一
一	

二	

　
同
　
田
原
精
一

八
、一
一	

一・五
〇	

　
同
　
勝
野
新

八
、一
一	

二	

　
福
岡
県
　
田
原
弥
三

八
、一
一	

一	

　
同
　
村
上
直
吉
　【
村
山
の
誤
り
か
】

八
、一
一	

一	

　
同
　
田
原
佐
市

八
、八	

三	

　
福
岡
県
　
岡
戌
次
郞

八
、八	

二

　
福
岡
県
　
今
泉
七
兵
衛

八
、八	

二	

　
同
　
吉
松
勝
平

八
、八	

二	
　
同
　
吉
松
芳
之
助

八
、八	

一	
　
同
　
吉
松
武
蔵

八
、八	

一	

　
同
　
原
田
玄
侃

八
、八	

一
一・六
五	

　
福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
大
字
須
恵

　
有
志
者
五
十
五
名

　
総
代
　
吉
松
魁
三

八
、九	

八・二
〇	

　
同
大
字
旅
石

　
有
志
者
三
十
六
名

　
総
代
　
三
角
喜
兵
衛

八
、九	

一	

　
福
岡
県
　
渡
辺
善
三
郎

八
、九	

一	

　
同
　
印
藤
東
八

八
、九	

一	

　
同
　
川
辺
甚
六

八
、九	

一
　	

　
同
　
堀
　
精
作

八
、九	

一
　	

　
同
　
印
藤
文
四
郎

八
、九	

一	

　
同
　
印
藤
又
右
衛
門

八
、九	

一	

　
同
　
印
藤
万
吉

八
、九	

一	

　
同
　
印
藤
重
吉

八
、九	

一	

　
同
　
渡
辺
善
吉

八
、九	

一	

　
同
　
印
藤
作
七

八
、九	

一	

　
同
　
三
角
丈
作

八
、九	

一	

　
同
　
渡
辺
又
作

八
、九	

一	

　
同
　
三
角
仁
六
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八
、九	

一

同
　
三
角
久
平

●	『
鉱
山
雑
誌
』第
26
号
、鉱
山
雑
誌
社
、

明
治
28
年（
１
８
９
５
年
）12
月
25
日

発
行
。

◆
○
今
般
転
居
届
出
に
相
成
た
る
諸

君
左
の
通
り

（
略
）

　	

福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
新
原
採
炭

所
　
通
信
員
　
島
河
実
君
　
会
員

消
息

○	

通
信
員
島
河
実
君
は
兼
て
鉱
山
遊

歴
せ
ら
れ
し
が
今
般
福
岡
新
原
採

炭
所
に
趣
任〔
赴
任
の
間
違
い
か
〕せ

ら
れ
た
り

【
島
河
実
と
い
う
人
物
は
新
原
採
炭
所

に
新
た
に
採
用
さ
れ
た
か
、転
勤
し
て

き
た
人
物
の
よ
う
で
す
。
通
信
員
と
あ

る
の
で
、新
原
採
炭
所
の
事
情
が
こ
の

雑
誌
に
報
告
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、鉱
山
同
志
会
々
則
の

第
一
条
に
は「
本
会
の
目
的
は
同
士〔
同

志
の
こ
と
〕の
親
睦
を
旨
と
し
、併
せ

て
鉱
業
に
関
す
る
学
科
及
び
事
項
を

研
究
し
、側
ら〔
傍
ら
の
意
〕康
値〔
意

味
不
明
、「
廉
直
」の
誤
り
か
〕を
主
と
し

て
広
く
鉱
業
家
事
業
の
依
頼
に
応
ず

る
も
の
と
す
」と
あ
り
ま
す
。】

●	『
鉱
山
雑
誌
』第
32
号
、鉱
山
雑
誌
社
、

明
治
29
年（
１
８
９
６
年
）12
月
17
日

発
行
。

◆	（
附
録
）会
員
名
簿

（
通
信
員
）（
通
常
会
員
）嶋
河
実

福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
　
新
原
採

炭
所

●	『
職
員
録
』明
治
32
年
甲

　【『
職
員
録
』は
現
在
の
公
務
員
の
名

簿
に
当
た
る
。
明
治
32
年（
１
８
９
９

年
）２
月
１
日
現
在
で
、各
官
庁
の
高

等
官
・
判
任
官
な
ど
を
載
せ
る
。
東
郷

平
八
郎
は
従
四
位・勲
四
等・功
四
級
を

略
記
し
た
も
の
。
前
掲
、嶋
河
実
の
名

は
職
員
録
に
な
か
っ
た
。
す
で
に
転
出

し
て
い
る
の
か
、そ
れ
と
も
技
手
よ
り

も
下
の
ラ
ン
ク
で
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。】

◆
○
佐
世
保
鎮
守
府
　
長
崎
県
東
彼

杵
郡
佐
世
保
村

　
司
令
長
官
　
中
将
　
従
四
、勲
四
、

功
四
　
東
郷
平
八
郎

　
司
令
官
　
少
将
　
正
五
、勲
三
、功

四
　
尾
形
惟
善

（
略
）

○
新
原
採
炭
所

　
筑
前
国
糟
屋
郡
須
恵
村
大
字
新
原

　	

長
　
大
機
関
士
　
従
六
、勲
五
　
藤

沼
牣

　
書
記
　
六
　
勲
七
　
武
藤
正
儀

　
七
　
勲
八
　
相
良
駿

　
十
　
島
山
盛
行

　
技
手
　
六
　
進
藤
録
造

●	『
職
員
録
』明
治
33
年
甲

◆	

○
佐
世
保
鎮
守
府
　
長
崎
県
東
彼

杵
郡
佐
世
保
村

　	

司
令
長
官
　
中
将
　
従
四
、
勲
三
、

功
四
　
東
郷
平
八
郎

　	

司
令
官（（

難
読
）

□
）　
　
少
将
　
正
五
、勲

四
、功
四
　
松
永
雄
樹

（
略
）

○	

新
原
採
炭
所
　
筑
前
国
糟
屋
郡
須

恵
村
大
字
新
原

　	

長
　
機
関
少
監
　
従
六
、勲
五
　
藤

沼
牣

　	

書
記
　
六
　
正
八
、勲
七
　
武
藤
正

儀
　
　
七
　
勲
八
　
相
良
駿

　
技
手
　
八
　
篠
崎
悌
吉

●	

山
上
万
次
郞『
地
理
学
講
義
　
日
本

之
部
』宝
永
館
、明
治
34
年（
１
９
０
１

年
）

◆	

第
五
節
　
鉱
業
／
六
四
　
鉱
業
に

関
す
る
政
府
の
施
設
事
務
及
び
事

業
　
又
筑
前
国
糟
屋
郡
須
恵
村
大
字
新

原
に
あ
る
新
原
採
炭
所
は
、海
軍
省
の

管
理
に
属
す
。

●『福岡県治一班』明治26年（1893年）
　【福岡県のさまざまな統計を載せる。編集は福岡県内務部第一課】
◆第七五　工業会社及製造所　【須恵村だけをピックアップ】

名称 営業種別 所在地名 資本金

旅石炭坑会社
炭坑会社

鉱業
同

糟屋郡須恵村
糟屋郡須恵村

九、五〇〇円
八、五〇〇

　
南
米
里
の
山
王
宮
鳥
居
脇
に
あ
る「
猿
田
彦
大
神
」。
犬
の

散
歩
で
偶
然
通
り
か
か
り
気
が
付
き
ま
し
た
。
何
度
も
来
て

い
る
の
に
、記
憶
に
残
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、「
猿
田
彦
大

神
と
庚
申
尊
天
」（
広
報
す
え
令
和
4
年
5
月
～
11
月
号
）の

連
載
の
中
で
は
取
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
字
の
部

分
に
朱
が
差
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
感
は
バ
ッ
チ
リ
。
書
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
き
れ
い
で
す
。
残
念
な
が
ら
建
立
年
・
建
立

者
な
ど
の
文
字
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
今
後
も

新
た
に
気
付
い
た
場
合
は
補
足
し
て
報
告
し
ま
す
。
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